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Abstract
Information and communication technology (ICT) is becoming increasingly prevalent in educational settings, a trend accelerated by 
the shift to online learning during the COVID-19 pandemic. While online education offers specific benefits—particularly for stu-
dents with certain anxieties—research shows its overall effectiveness is comparable to traditional face-to-face instruction. However, 
individual differences significantly influence students’ engagement and satisfaction with online learning. This study examined the 
impact of personality traits on engagement and class satisfaction with online learning in secondary education. Personality was as-
sessed using the Japanese version of the Ten-Item Personality Inventory (TIPI-J), covering five traits: Extraversion, Agreeableness, 
Conscientiousness, Neuroticism, and Openness to Experience. Engagement was categorized into emotional and behavioral compo-
nents, and satisfaction was measured independently. The sample included 123 junior high school and 392 high school students. Junior 
high school students exhibited higher levels of Extraversion and Openness, whereas high school students reported greater emotional 
and behavioral engagement, as well as higher overall class satisfaction with online learning. Regression analyses revealed that higher 
Agreeableness and Openness were correlated with lower emotional engagement. Among junior high school students, Extraversion 
negatively predicted engagement. Behavioral engagement was negatively influenced by Agreeableness and Conscientiousness, sug-
gesting that students who typically succeed in structured environments may struggle with the self-directed nature of online learning. 
Additionally, higher Agreeableness was associated with lower class satisfaction, especially among junior high school students. These 
findings highlight the significant role of personality traits in shaping online learning experiences. Students with lower social interac-
tion needs may benefit more from online environments, whereas those who thrive in collaborative settings may experience reduced 
engagement and satisfaction. Recognizing these individual differences is essential to tailoring online education to better support di-
verse learning needs.
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1.  問題と目的

　2017 年の学習指導要領で明記された情報通信技術（ICT）
の活用は、学校教育現場における新たなスタンダードと

なりつつある。特に、新型コロナウイルスの感染拡大も

相まって、ICT を活用したオンライン授業が盛んに行わ

れるようになった。オンラインでの学習は感染症拡大以

前から利用されていたものの、学校現場での感染拡大防

止のための規制に伴い、多くの学校が準備期間がないま

ま対面での授業からオンライン授業へと急速に切り替え

ることを余儀なくされた。準備不足による学習への悪影

響が懸念される一方で、対人面に不安を抱えている学習

者にとっては自宅で学習する方が快適に感じられる可能

性があることが指摘されているなど（例えば、Abramson, 

2021）、オンライン授業にも特有の利点があると考えられ

る。

　オンライン授業など ICT を活用した授業と通常の対面で

の授業の学業的達成への影響を比較した研究によると、両

者の効果には大きな違いがないことが示されている（例え

ば、Bernard, Abrami, Lou, Borokhovski, Wade, Wozney, Wallet, 
Fiset, & Huang, 2004; Means, Toyama, Murphy, & Baki, 2013）。
オンラインでの学習と通常の授業を組み合わせた学習が効

果的であり（Means et al., 2013）、オンラインでの学習によっ

て得られる効果は個人差が大きいことが知られている（例

えば、Bernard et al., 2004；中村， 2021）。このようにオンラ

イン授業に関する知見は、オンライン授業の効果の有無を

論じているものが大半である。

　オンラインでの学習で得られる効果に個人差があるこ

とに鑑みると、こうした個人差がオンライン授業におけ

る取り組みにどのように作用するか検討する重要性が大

きいといえる。先行研究では、どのような個人特性がオ
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ンライン授業における取り組みを規定するのかを明らか

にする検討も行われている（松島・尾崎， 2021；Sun & 
Rueda, 2012；田村， 2023）。例えば、松島・尾崎（2021）では、

大学生を対象に学習者の個人特性として自己調整学習

方略や自己効力感、協同方略、学習の持続性、学習への

積極的関与と学習者によるオンライン授業に関する評価

との関連を検討した。主な結果としては、オンライン授

業に対する自己効力感が高いほどオンライン授業への満

足度や授業理解度などオンライン授業に関する評価が高

くなること、積極的に関与するほどオンライン授業への

満足度が低くなることが示された。他にも Sun & Rueda
（2012）では、大学生を対象に個人特性として状況的興味

や自己効力感、自己制御能力とオンライン授業における

エンゲージメントの関連を検討した。その結果、状況的

興味と自己制御能力がエンゲージメントと関連すること

が示された。このように、オンライン授業に関する知見は、

高等教育を中心に近年増加しており、個人特性との関連

が示されている。一方で、中等教育段階における知見は

少なく、あまり検討されていない。

　オンライン授業かどうかに関わらず学習全般について

は、個人特性のうち Big Five に基づく性格特性の影響が

これまで検討されており、協調性や勤勉性、開放性の高

さが動機づけや学業成績と関わることが示されている（例

えば、Komarraju, Karau, & Schmeck, 2009; Poropat, 2009）。
例えば、Poropat（2009）は Big Five に基づく性格特性と

学業成績との関連をメタ分析によって検討し、勤勉性の

高さが学業成績と最も関連が強く、協調性や開放性の高

さも一定の相関を示すことを明らかにした。こうした性

格特性はオンライン授業においても効果的に作用するこ

とが想定される。さらに、オンライン授業は対人的な相

互作用に伴うプレッシャーが少ないことから、協調性が

低い場合や神経症傾向が高い場合でも効果的な取り組み

につながる可能性が示唆されている（例えば、Akamatsu 
& Gherghel, 2021; Hawes, Szenczy, Klein, Hajcak, & Nelson, 
2022）。そのため、通常の学習場面では不適応的とされた

性格特性もオンライン授業においては肯定的な影響を持

つ可能性も考えられる。また、上記の Poropat（2009）に

よるメタ分析では、教育段階（初等教育・中等教育・高

等教育）による性格特性と学業成績の関連の差異も検討

されており、開放性と学業成績の間の負の相関が中等教

育段階から高等教育段階にかけて小さくなることが示さ

れている。このように教育段階の違いによる影響が明ら

かにされる一方で、同じく中等教育段階における中学校

と高等学校の間での性格特性の効果の差異について検討

した研究は管見の限りあまりみられない。

　そこで本研究では、中等教育段階におけるオンライン

授業の取り組みにおいて教育段階の違いや性格特性の影

響を探索的に検討する。性格特性は比較的安定した個人

特性であり（例えば、McCrae & Costa, 1994）、学習者の

行動パターンや学習環境への適応傾向を予測する手がか

りとなる。学校現場では「個別最適な学び」の実現が目

指されており（文部科学省， 2021）、学習者が自己調整し

ながら学習を進めることが求められる。特に、オンライ

ン授業では学習者が自らの学習をコントロールする必要

があり（冨永・向後， 2014）、どのような性格特性を持つ

学習者がオンライン授業に適しているのかを明らかにす

ることは重要である。対面での授業からオンライン授業

へと急速に切り替えることを余儀なくされたことからも、

生徒の適応に差が生じ、中等教育段階における中学校と

高等学校の間でも性格特性の効果の差異が現れる可能性

がある。

　本研究では、オンライン授業における取り組みを反映

する変数としてエンゲージメントと授業満足度に着目

し、中高生を対象に、性格特性として Big Five との関連

を検討する。エンゲージメントとは、学習活動への意欲

的な取り組みや関与の在り方を示す概念であり（Skinner, 
Kindermann, & Furrer, 2009）、学業成績との関連が示され

ている（例えば、梅本・伊藤・田中， 2016）。本研究では

特に感情的エンゲージメントと行動的エンゲージメント

を扱う。感情的エンゲージメントとは、興味や退屈、不安、

楽しさといった学習者の感情的側面に関する概念であり、

行動的エンゲージメントは、課題に対する関与や努力、

持続性、忍耐を含む概念である。また、授業満足度につ

いてはオンライン授業への認識がかかわり、満足度を高

めることでオンライン授業への取り組みや学習効果も高

めることができるとされており（Sahin & Shelley, 2008）、
学習の成果へとつながる重要な指標の一つである。

　エンゲージメントへの影響について、沖・藤本・蒲生・

河合（2023）は受動的で学習意欲に乏しく、計画的に学

習することが苦手な学生や対面での学生活動に適してい

る学生、何事にも消極的で情報デバイスの利用に不慣れ

な学生はオンライン授業に不適応を示しやすく、反対に、

学習意欲が高く計画的に学習できる学生や受動的で対人

関係がどちらかというと苦手な学生はオンライン授業の

恩恵を受けやすいことを示唆した。このことから、Big 
Five のうち、このような学生の性格特性と対応している

と考えられる外向性、勤勉性、開放性の高さがエンゲー

ジメントに影響すると予測される。また、授業満足度へ

の影響について、Baruth & Cohen（2023）は大学生を対象

に調査を行い、神経症傾向が高い場合にオンライン授業

の満足度が低くなることを示した。中高生を対象にする

本研究においても同様の傾向が見られると予測される。

2.  方法

2.1  調査時期と対象授業

　感染症拡大防止のための対策としてそれまでに中学校、

高校でそれぞれ行われたオンライン授業全般に対して回

答してもらう形で、2020 年 6 月に調査を行った。基本的

な授業の構成は、50 分の授業の中で Zoom をつなぎ、約

25 分が教員による講義、残りの約 25 分が自習課題等に生

徒が取り組む時間となっていた。感染症拡大防止のため

の対策として行われたオンライン授業全般について尋ね

たため、複数の授業が対象となっており、各オンライン

授業の細かな形式は学校種や教科、授業者間で差があっ
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たが、授業の様子がリアルタイムで配信されるという形

式は共通していた。

2.2  研究協力者

　中学生 123 名（1 年生：38 名、2 年生：34 名、3 年生：51 名）

と高校生 392 名（1 年生：108 名、2 年生：126 名、3 年生：

158 名）であった。

2.3  材料

2.3.1  日本語版 Ten Item Personality Inventory（TIPI-J）
　生徒の性格特性を測るため、小塩・阿部・カトローニ

（2012）において作成された TIPI-J を用いた。この尺度は、

パーソナリティを Extraversion（外向性）、Agreeableness（協

調性）、Conscientiousness（勤勉性）、Neuroticism（神経症

傾向）、Openness to Experience（Openness；開放性）といっ

た Big Five と呼ばれる 5 つの因子で捉える尺度のうち、

各因子を 2 項目の質問で測定するものであり、一定の信

頼性と妥当性が確認されている。外向性因子は「活発で、

外向的だと思う」、「ひかえめで、おとなしいと思う」、協

調性因子は「他人に不満を持ち、もめごとを起こしやす

いと思う」、「人に気をつかう、やさしい人間だと思う」、

勤勉性因子は「しっかりしていて、自分に厳しいと思う」、

「だらしなく、うっかりしていると思う」、神経症傾向因

子は「心配症で、うろたえやすいと思う」、「冷静で、気

分が安定していると思う」、開放性因子は「新しいことが

好きで、変わった考えをもつと思う」、「発想力に欠けた、

平凡な人間だと思う」の質問項目で測定される。各因子 1
つの逆転項目を含む。あなた自身にどれくらい当てはま

るかといった問いに対して、「1：全く違うと思う」から「7：
強くそう思う」の 7 件法で測定した。

2.3.2  エンゲージメント尺度

　梅本他（2016）で使用された尺度の項目をオンライン

授業に合う表現に修正して用い、感情的エンゲージメン

トと行動的エンゲージメントを測定した。感情的エンゲー

ジメントは 5 項目（「オンライン授業は楽しい」、「オンラ

イン授業を受けているとき、気分がいい」、「オンライン

授業で勉強しているとき、興味を感じる」、「オンライン

授業で勉強しているとき、熱中している」、「オンライン

授業で何か新しいことを学ぶのは楽しい」）、行動的エン

ゲージメントは 4 項目（「オンライン授業中は、先生の話

を注意深く聞いている」、「私は頑張って勉強している」、

「私は集中してオンライン授業を受けている」、「私はで

きるだけ頑張ってオンライン授業の課題に取り組んでい

る」）であった。現在の授業における取り組みとして尋ね、

「1：全くあてはまらない」から「5：よくあてはまる」の

5 件法で測定した。

2.3.3  授業満足度を測る尺度

　星野・牟田（2005）で作成された授業を評価する尺度

のうち、「満足度」、「教授努力」、「理解度」に該当する

項目を、本研究におけるオンライン授業の満足度を測る

項目としてオンライン授業に合う表現に修正して用いた

（「オンライン授業の内容はよく理解できたと思う」、「黒

板に書いたり、スライドに出したりする字は見やすかっ

た」、「オンライン授業に出るのが楽しみだ」、「先生の熱

意が感じられた」、「オンライン授業を受けて、もっと勉

強したいと思った」、「先生の声は聞き取りやすかった」、

「オンライン授業はちょうどいい難しさだった」、「プリン

トなどの資料はちょうどよかった」、「オンライン授業の

進むはやさはちょうどよかった」、「オンライン授業には

全体的に満足している」）。ただし、「他の学生に勧めたい」

という項目は、オンライン授業かどうかを直接的に反映

する項目ではないと考え、含めなかった。10 項目を「1：
全くあてはまらない」から「5：よくあてはまる」の 5 件

法で測定した。

2.4  手続き

　本研究の調査は、新型コロナウイルスの感染拡大下、

確実に倫理的配慮について説明するため、普段自宅から

オンラインで授業に参加している生徒の登校日に調査協

力校にて対面で実施された。調査は物理的な接触機会を

少なくするため Google フォームを用いて実施された。所

要時間は一般的なホームルームで実施可能な範囲であり、

感染拡大のリスクは最小限であった。調査にあたっては、

実施担当の教員から、答えたくない場合は回答しなくて

もよいことなど倫理的配慮に関する説明がなされ、同意

した生徒のみが調査に参加した。

　なお、調査実施にあたって学校責任者である校長先生

の許可を得ている。また、調査内容に問題がないことや

生徒に過度な負担をかけることがないことなどが校内の

ICT 委員会にて確認され、職員会議において他の教員から

の同意を得たのちに調査が実施された。

3.  結果

　分析には HAD（清水， 2016）version 18.003 を用いた。

3.1  尺度の信頼性の確認

　まず、TIPI-J の信頼性を確認するため、小塩他（2012）
に従い、各因子に含まれる 2 項目（逆転項目 1 項目を含

む）間の相関係数を算出した。外向性因子で r = –.41（p < 
.01）、協調性因子で r = –.18（p < .01）、勤勉性因子で r = –.40
（p < .01）、神経症傾向因子で r = –.09（p < .05）、開放性因

子で r = –.23（p < .01）であり、有意な負の相関が一貫し

て示された。全体的に小塩他（2012）よりも低い傾向にあっ

たが、Big Five 各因子の意味の広がりを測定するという目

的のためには、あまり高い相関係数を示さない方が望ま

しい（小塩他， 2012）という主張も踏まえて、本研究でも

許容できる範囲であるとみなした。

　次に、エンゲージメント尺度と満足度を測る尺度の信

頼性を確認するため、α係数を算出した。感情的エンゲー

ジメントで .92、行動的エンゲージメントで .85、授業満

足度で .93 であった。いずれも十分な値を示した。
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3.2  各尺度の得点

　逆転項目の処理を行った上で、項目の平均値を各因子

の得点とした。中高生を区別して各因子の平均得点を算

出したところ表 1 の通りとなった。各因子の得点に中学

生と高校生で差があるかを検討するため、対応のない

Welch の t 検定を行ったところ、外向性、開放性は中学生

の方が有意に高く、感情的エンゲージメント、行動的エ

ンゲージメント、授業満足度は高校生の方が有意に高い

ことが示された（表 1）。また、各因子間の相関係数を表

2 に示す。

3.3  性格特性がオンライン授業におけるエンゲージメン

トと授業満足度に及ぼす影響

　性格特性がオンライン授業におけるエンゲージメント

と授業満足度に及ぼす影響を分析するためそれぞれ重回

帰分析を行った（表 3）。教育段階の違いによる影響の仕

方を捉えるため、中学生と高校生を区別してダミー変数

（校種）とし、性格特性との交互作用項も投入した。なお、

VIF の値は 1.07 – 1.66 であり、多重共線性の問題は生じ

ていないと判断した。また、決定係数の値は大きいとは

言えないが、いずれの分析においても有意であった（p < 

表 1：校種毎の各尺度得点の平均値（SD）

中学生 高校生 p 値 Cohen’s d

外向性 4.33 (1.59) 4.00 (1.35)   .038 0.24

協調性 4.82 (1.33) 4.79 (1.10)   .842 0.02

勤勉性 3.37 (1.48) 3.41 (1.19)   .801 0.03

神経症傾向 4.25 (1.25) 4.32 (1.16)   .584 0.06

開放性 4.52 (1.36) 4.03 (1.19) < .001 0.40

感情的エンゲージメント 2.24 (0.96) 2.74 (0.92) < .001 0.54

行動的エンゲージメント 1.89 (0.78) 2.15 (0.77)   .002 0.33

授業満足度 2.22 (0.90) 2.70 (0.85) < .001 0.56

表 2：各因子得点の平均値（SD）と各因子間の相関係数

注：** p < .01, * p < .05。

平均値（SD） （1） （2） （3） （4） （5） （6） （7）

（1）外向性 4.08 (1.42)

（2）協調性 4.80 (1.15) .02

（3）勤勉性 3.40 (1.27) .12 ** .26 **

（4）神経症傾向 4.31 (1.18) –.14 ** –.16 ** –.24 **

（5）開放性 4.15 (1.25) .39 ** .17 ** .21 ** –.21 **

（6）感情的エンゲージメント 2.62 (0.93) –.10 * –.15 ** –.03 .08 –.21 **

（7）行動的エンゲージメント 2.09 (0.78) –.10 * –.21 ** –.23 ** .12 ** –.14 ** .60 **

（8）授業満足度 2.58 (0.88) –.09 * –.14 ** .00 .09 * –.17 ** .85 ** .60 **

表 3：個人特性がオンライン授業におけるエンゲージメントと授業満足度に及ぼす影響

感情的エンゲージメント 行動的エンゲージメント 授業満足度
VIF

説明変数 β SE p 値 β SE p 値 β SE p 値

外向性 –.07 .03 .162 –.07 .03 .163 –.07 .03 .150 1.51

協調性 –.18 .04 < .001 –.20 .03 < .001 –.17 .04 .001 1.30

勤勉性 .05 .04 .287 –.15 .03 .002 .07 .03 .148 1.32

神経症傾向 .07 .04 .188 .06 .03 .216 .09 .04 .078 1.41

開放性 –.14 .04 .010 –.04 .03 .425 –.10 .04 .058 1.66

校種（中学生を0，高校生を1） .18 .10 < .001 .12 .08 .008 .20 .09 < .001 1.07

校種×外向性 .13 .07 .014 .08 .06 .142 .12 .06 .017 1.50

校種×協調性 .11 .08 .022 .09 .06 .052 .08 .07 .117 1.30

校種×勤勉性 –.02 .07 .642 –.07 .06 .148 –.02 .07 .650 1.32

校種×神経症傾向 –.06 .08 .248 –.05 .07 .283 –.07 .07 .137 1.41

校種×開放性 –.02 .08 .732 .04 .07 .443 .00 .08 .937 1.62

R2 .12 < .001 .12 < .001 .11 < .001
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.001）。

3.3.1  感情的エンゲージメントへの影響

　感情的エンゲージメントについて、協調性、開放性の

得点が高いほど感情的エンゲージメントが低くなること

が示された。また、校種と外向性、協調性の交互作用が

それぞれ有意であったため、単純傾斜検定を行ったとこ

ろ、いずれも中学生においてのみ有意であり（図 1、2）、
外向性、協調性の得点が高くなるほど感情的エンゲージ

メントが低くなることが示された（外向性について、「中

学生」β = –.20, p = .02； 「高校生」β = .06, p = .31；協調性に

ついて、「中学生」β = –.29, p < .01；「高校生」β = –.08, p = 
.31）。

3.3.2  行動的エンゲージメントへの影響

　行動的エンゲージメントについて、協調性、勤勉性の

得点が高いほど行動的エンゲージメントが低くなること

が示された。また、交互作用は有意でなかった。

3.3.3  授業満足度への影響

　授業満足度について、協調性の得点が高いほど授業満

足度が低くなることが示された。また、校種と外向性の

交互作用が有意であったため、単純傾斜検定を行ったと

ころ、中学生においてのみ有意であり（図 3）、外向性の

得点が高くなるほど授業満足度が低くなることが示され

た（「中学生」β = –.20, p = .02； 「高校生」β = .05, p = .36）。

4.  考察

　本研究では、中等教育段階におけるオンライン授業の

取り組みと性格特性との関係を検討した。その結果、性

格特性がオンライン授業に対するエンゲージメントや授

業満足度に影響を及ぼすことが示された。しかし、外向性、

勤勉性、開放性の高さがエンゲージメントに影響すると

した本研究の予測に反して、これらの性格特性はオンラ

イン授業におけるエンゲージメントにはネガティブな影

響を与えることが示された。

　まず、感情的エンゲージメントについては、協調性や

開放性の得点が高いほど低くなることが示された。この

結果は、協調性の高い生徒ほど対面での学習における対

人関係を重視するため、オンライン環境では学習意欲が

低下する可能性を示唆している。また、開放性の高い生

徒は新しいアイデアや多様な刺激を求める傾向があり、

画面を通じた授業形式は彼らにとって魅力的でない可能

性がある。また、特に中学生においては外向性も感情的

エンゲージメントの低下と関連していた。これは中学生

の方が高校生よりも性格特性の影響を受けやすく、外向

性の高い中学生は対面でのコミュニケーションに楽しさ

を見出しており、そのような機会が制限されるオンライ

ン授業では感情的エンゲージメントが低下すると考えら

れる。

　次に、行動的エンゲージメントについては、協調性や

勤勉性が高いほど低くなることが示された。協調性の高

い生徒は、協同作業を通じた学習を好む傾向があり、オ

ンライン授業ではその機会が減少するため、積極的な学

習行動を維持しにくい可能性がある。一方、勤勉性の高

さが行動的エンゲージメントの低下と関連するという結

果は、勤勉性の高い生徒であっても慣れないオンライン

授業においてはこれまでの対面授業のように取り組むこ

図 1：感情的エンゲージメントにおける校種と外交性の交

互作用についての単純傾斜検定

注：エラーバーは標準誤差。
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図 2：感情的エンゲージメントにおける校種と協調性の交

互作用についての単純傾斜検定

注：エラーバーは標準誤差。
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図 3：授業満足度における校種と外向性の交互作用につい

ての単純傾斜検定

注：エラーバーは標準誤差。
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とは難しく、自分にも厳しいことから自らの行動的エン

ゲージメントを低く評価したためであると考えられる。

　最後に、授業満足度に関しては、神経症傾向が高い場

合にオンライン授業の満足度が低くなると予測したがそ

のような影響は見られず、協調性が高いほど低くなるこ

とが示された。これは、協調性の高い生徒は対人関係の

重要性を認識しているため、オンライン授業における対

話の少なさに不満を感じていると考えられる。さらに、

中学生においては外向性が高いほど授業満足度が低くな

ることも示された。感情的エンゲージメントと同様に、

コミュニケーションの機会が制限されるオンライン授業

では外向性の高さが授業満足度の低さにつながると考え

られる。

　エンゲージメントと授業満足度の両方において協調性

の負の影響が見られた。これは対面授業を主として扱っ

た研究によって示唆されてきた促進的効果（例えば、 
Poropat, 2009）とは相反するものであった。オンライン授

業では、協調性が低い場合や神経症傾向が高い場合でも

効果的な取り組みにつながる可能性が示唆されているが

（例えば、Akamatsu & Gherghel, 2021; Hawes et al., 2022）、
本研究ではそのようなポジティブな効果も見られなかっ

た。

　以上の結果を踏まえると、オンライン授業を効果的に

活用するためには、生徒の性格特性に応じた学習支援が

求められることが示唆される。先行研究では、協調性や

勤勉性、開放性の高さが動機づけや学業成績に効果的に

作用することが示されているが（例えば、Komarraju et al., 
2009; Poropat, 2009）、こうした性格特性はオンライン授

業においては不利になる可能性が示された。また、オン

ライン授業は対人的な相互作用に伴うプレッシャーが少

なく、協調性の低さや神経症傾向の高さが肯定的な影響

を持つ可能性が示唆されているが（例えば、Akamatsu & 
Gherghel, 2021; Hawes et al., 2022）、本研究ではそのような

肯定的な影響は見られなかった。今後、オンライン授業

においてそのような性格特性も不利にならないような工

夫が求められる。例えば、オンライン授業ならではの工

夫としてチャット機能を用いた授業参加や個別のオンラ

インミーティングルームを活用した話し合いを取り入れ

ることで、友人との交流に重きを置く学習者のニーズを

満たせると考えられる。

　以上の成果の半面、本研究には以下に挙げるような課

題も残されている。本研究は 1 時点の調査であるため因

果関係が明確になったとは言えない。因果関係を明確に

するには縦断的な調査も必要だろう。また、中高一貫校 1
校のみを対象としたため、本研究で得た知見がどの程度

一般化可能なのかも不明である。この調査協力校に独自

のカリキュラムや学習規律の影響を受けた可能性もある。

加えて、本研究では学習者の性格特性がオンライン授業

に及ぼす影響を中学生と高校生間で探索的に比較したが、

感染症拡大防止のため行われたオンライン授業全般を対

象に調査したため、中学校と高等学校で細かな授業形式

に偏りがあった可能性がある。最後に、本研究では対面

時との比較は行っていない。そのため、今回の知見がオ

ンライン授業固有のものか、潜在的に対面授業でも生じ

うるものかは不明瞭である。
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